
１       趣　旨

区分 学校数 耐震性あり（B）

小学校 8 14

中学校 4 15

合計 12 29

３　公立学校の耐震化の状況・学校別一覧

面積 改修

番号 枝番 （㎡） 年度 Ｉｓ値 年度 Ｉｓ値 ｑ値 年度 Ｉｓ値 ｑ値

管理・教室棟 1 0 平成19年8月 Ｒ 3 6,494 新基準 － － － － － － － －

屋内運動場 2 0 平成19年8月 Ｒ 1 1,036 新基準 － － － － － － － －

教室棟 1 1 昭和39年3月 Ｒ 4 3,162 旧基準 16 0.15 22 0.24 0.85

教室棟 10 0 昭和55年3月 Ｒ 3 798 旧基準 16 0.52

屋内運動場 11 0 昭和55年3月 Ｓ 1 898 旧基準 18 0.22 0.40

管理・教室棟 15 1 昭和51年6月 Ｒ 4 3,422 旧基準 17 0.32

屋内運動場 17 0 平成2年3月 Ｓ 1 633 新基準 － － － － － － － －

管理・教室棟 1 1 昭和42年3月 Ｒ 3 1,097 旧基準 16 0.24 21 0.50 1.25 22 0.85 1.25

教室棟 1 2 昭和55年3月 Ｒ 4 1,692 旧基準 16 0.27 21 0.35 1.11 22 0.82 3.81

管理棟 10 1 平成22年9月 Ｒ 2 399 新基準 － － － － － － － －

屋内運動場 7 0 昭和63年1月 Ｓ 1 641 新基準 － － － － － － － －

構造階数 区分
第１次診断 第２次診断

15 0 100.0%

40 11

２　公立学校の耐震化率

全棟数（A） 要改修 耐震化率B/A

25 11 56.0%

改修後
学校名 棟用途

棟
建築年月日

府中市立学校の耐震化の状況について

内容現在：平成２３年４月１日

学校施設は、児童生徒等が一日の大半を過ごす活動の場であり、非常災害時には地域住民の応急避難場所としての役割も果たすことから、その
安全性の確保は極めて重要です。
　
　学校施設の耐震化は、国を挙げての急務とされており、学校の耐震化に積極的に取り組んでいく必要があります。
　

府中市教育委員会は、平成１７年：上下北小学校体育館耐震補強工事・上下中学校耐震化の為の体育館改築工事、平成１７・１８年：第一中学
校耐震化の為の校舎・体育館大規模改修工事、平成１９年：府中学園建設等耐震化、平成２２年：府中明郷小学校耐震化及び南小学校体育館耐震
化、平成２３、２４年度国府小学校校舎改築及び体育館耐震補強工事を進めているところでありますが、広く情報をオープンにし、市民の皆様に
学校施設の耐震化の重要性を御認識いただきながら、耐震化の取組をこれまで以上に進めて行きたいと考えています。
　
　市内公立学校は、すべての建築物について耐震診断が行われていますので、その結果を公表します。

　

72.5%

府中小学校

国府小学校

栗生小学校

府中明郷小学校



管理・教室棟 1 1 昭和45年8月 Ｒ 2 1,125 旧基準 16 0.50

教室棟 1 2 昭和56年3月 Ｒ 2 302 旧基準 16 0.55

管理・教室棟 2 1 昭和45年8月 Ｒ 3 1,671 旧基準 16 0.20

教室棟 2 2 昭和45年8月 Ｒ 3 203 旧基準 16 0.20

教室棟 2 4 昭和56年3月 Ｒ 3 339 旧基準 16 0.20

屋内運動場 6 1 昭和46年9月 Ｓ 1 727 旧基準

管理・教室棟 1 1 昭和53年5月 Ｒ 4 3,150 旧基準 17 0.15

教室棟 1 2 昭和57年3月 Ｒ 4 711 旧基準 17 0.31

屋内運動場 3 0 昭和53年7月 Ｓ 1 653 旧基準 18 0.13 0.41 22 0.8 1.44

管理・教室棟 12 1 昭和55年3月 Ｒ 3 1,202 旧基準 14 0.7 1.14

管理・教室棟 12 2 平成8年7月 Ｒ 3 2,019 新基準 － － － － － － － －

屋内運動場 15 0 昭和56年3月 Ｓ 1 865 旧基準 17 0.7 1.45

屋内運動場 9 1 平成2年3月 Ｓ 1 796 新基準 － － － － － － － －

管理・教室棟 10 0 平成3年7月 Ｒ 3 2,002 新基準 － － － － － － － －

管理棟 1 1 昭和48年3月 Ｒ 4 3,530 旧基準 16 0.71 1.22

管理・教室棟 1 3 昭和48年5月 Ｒ 4 1,146 旧基準 16 0.71 1.22

教室棟 1 6 昭和60年3月 Ｒ 4 382 新基準 － － － － － － － －

教室棟 2 1 昭和48年5月 Ｒ 4 1,154 旧基準 16 0.82 1.44

屋内運動場 4 1 昭和48年10月 Ｒ 2 2,634 旧基準 16 0.72 1.14

管理・教室棟 26 0 平成19年8月 Ｒ 3 5,444 新基準 － － － － － － － －

屋内運動場 27 0 平成20年3月 Ｒ 2 1,518 新基準 － － － － － － － －

特別教室棟 13 0 平成3年2月 Ｒ 3 1,223 新基準 － － － － － － － －

管理・教室棟 20 1 平成22年9月 Ｒ 2 1,533 新基準 － － － － － － － －

屋内運動場 15 0 平成9年12月 Ｓ 1 972 新基準 － － － － － － － －

管理・教室棟 1 0 昭和46年3月 Ｒ 2 1,131 旧基準 14 0.85 2.08

教室棟 16 1 昭和54年3月 Ｒ 3 1,253 旧基準 14 0.78 1.25

部室 20 0 昭和57年10月 Ｓ 2 210 新基準 － － － － － － － －

教室棟 22 0 平成1年3月 Ｒ 1 400 新基準 － － － － － － － －

屋内運動場 24 1 平成18年3月 Ｓ 1 1,141 新基準 － － － － － － － －

平成元年新耐震基準に大規模改修済

旭小学校

南小学校

府中中学校

府中明郷中学校

改　　修　　済

上下南小学校

第一中学校

上下北小学校

改　　修　　済

改　　修　　済

改　　修　　済

上下中学校

改　　修　　済

改　　修　　済

改　　修　　済

改　　修　　済



更新日：平成２３年４月１５日

５.（1）「Is」（構造耐震指標）は、建築物の耐震性能（地震に対する安全性）を数値化したもので、その値が大きいほど耐震性能が高いことを表

　　　　します。国土交通省告示等によれば、第１診断により算定したIs値が０.８以上の場合及び第２次診断等により算定したIs値が０.６以上の
　　　　場合は、耐震性がある建物ということになります。

　 （2）「q」（保有水平耐力に係る指標）は、地震による水平方向の力に対して建物が対応する強さを表すもので、その値が大きいほどよく、

　　　　１.０以上が目標とされています。

担当：府中市教育委員会総務課施設係

　 （3）「旧基準」と表示のあるもののうち、未改修のものについては、「第１次診断」又は「第２次診断」が実施さていますので、該当する欄
　　　　にそのデータを掲げてあります。

４.（1）「第１次診断」は、個別の建物の耐震性能を簡略に評価する診断方法です。「第1次診断」を実施した「年度」及び「Is値」（後述）を、
　　　　それぞれの欄に掲げてあります。

　 （2）「第２次診断」は、個別の建物の耐震性能を詳細に評価する診断方法です。「第２次診断」を実施した「年度」並びに「Is値」及び

　　　　「q値」（後述）を、それぞれの欄に掲げてあります。

１.「構造」欄に「R」とあるのは鉄筋コンクリート造を「S」とあるのは鉄骨造をいいます。

３.（1）「新基準」との表示のあるものは、耐震性がありますので、「区分」欄から右の各欄は、すべて「－」となっています。

２.「区分」欄に「旧基準」とあるのは新耐震基準施行（昭和56年）以前に建築されたものを、「新基準」とあるのは新耐震規準施行後に建築され
　　たものをいいます。

　 （2）「旧基準」と表示のあるもののうち、改修済みのものについては、「改修済」と記載した上で、「改修年度」及び「改修後」の「Is値」及

　　　　び「q値」（後述）をそれぞれの欄に掲げてあります。

＜用語の解説＞


